
公立大学法人秋田公立美術大学第３期中期目標（素案）

前文

秋田公立美術大学は、平成２５年４月の開学以降、東北唯一の公立の美

術系大学として、次の４つの事項を基本理念として掲げ、その実現に向け、

これまでの美術領域の枠にとらわれない特色ある教育と研究により、新し

い芸術的価値を生み出し、世界に向けて発信することや、秋田の伝統・文

化をいかした芸術の創造に取り組むことにより、現代における芸術・文化

の発展に貢献してきた。また、様々な研究成果を地域に還元することで地

域社会への発展に寄与してきた。

１ 新しい芸術領域を創造し、挑戦する大学

２ 秋田の伝統・文化をいかし発展させる大学

３ 秋田から世界へ発信するグローバル人材を育成する大学

４ まちづくりに貢献し、地域社会とともに歩む大学

一方、この間、急速な人口減少に伴い、１８歳人口も減少局面に突入し、

高等教育機関を取り巻く社会情勢がより一層厳しさを増す中、秋田公立美

術大学には、学修意欲のある学生を確保するため、大学のブランド力を高

めることや、地域に根ざす大学として、本市の目指す「芸術文化の香り高

いまちづくり」への貢献や、地方創生への寄与が求められている。

こうしたさらなる時代の変化に対応した大学運営と、地域社会への貢献

にこれまで以上に積極的に取り組み、独創的で魅力ある大学づくりを推進

するため、第３期中期目標を次のとおり定める。

第１ 中期目標の期間および教育研究上の基本組織

１ 中期目標の期間

令和７年４月１日から令和１３年３月３１日までとする。

２ 教育研究上の基本組織

この中期目標を達成するため、次のとおり教育研究上の基本組織を

置く。

学 部 美術学部

大学院 複合芸術研究科
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第２ 教育の質の向上に関する目標

１ 教育の充実に関する目標

(1) 教育課程・研究指導の充実

大学の４つの基本理念の実現に向け、学位授与方針（ディプロマ

・ポリシー）の達成度を把握し、教育課程編成・実施方針（カリキ

ュラム・ポリシー）に基づく教育課程の不断の見直しを行い、豊か

な教養と深い芸術の専門性を備え、新しい芸術表現を模索しながら

創造性を発揮できる人材を育成する。また、大学院においては、多

様化する現代芸術領域と複雑化する地域課題に対応しうる高度な実

践力と専門性を兼ね備えた人材を育成する。

(2) グローバル人材の育成および国際交流の推進

グローバルな視野に立ち、国際的な舞台に挑戦できる人材を育成

するため、外国語教育の充実や海外の交流提携校の拡充をするとと

もに、留学や研究活動を支援する。

(3) 教育力の向上

教育活動に対する自己点検・評価、学生による授業評価等を活用

し、教育活動の改善と充実を図るとともに、ＦＤ（※注１ ファカルテ

ィ・ディベロップメント）・ＳＤ（※注２ スタッフ・ディベロップメント）活動の

取組を通じて教員の教育力および教職員の資質の向上を図る。

※注１ ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）

教員が教育内容、教育方法等を改善し、教員の教育力を向上させるた

めの組織的な取組

※注２ ＳＤ（スタッフ・ディベロップメント）

教職員の資質向上のための組織的な取組

２ 学生確保の強化に関する目標

(1) 入試制度の検証

入学者受入方針（アドミッションポリシー）に沿って、表現力を

備えた意欲ある学生を確保し続けるため、多様な選抜を行うととも

に、必要に応じ入学者選抜方法のあり方を検証する。

(2) 入試広報の充実

意欲ある優秀な学生の出願を促進するため、各種媒体の活用によ

り、大学の特色や求める人材像について積極的に情報発信するなど

入試広報活動の充実を図る。
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第３ 学生支援に関する目標

１ 学修支援の充実に関する目標

(1) 学修環境の整備

学修環境の維持・向上を図るため、長寿命化やバリアフリー化の

観点から、計画的かつ効果的に施設設備の維持管理を行う。

(2) 創作活動等の支援強化

学生自らが、意欲を持って創作活動に取り組み、その成果を披露

又は展示できるよう、創作・展示スペースの確保等に取り組む。

２ 生活支援の充実に関する目標

(1) 相談体制等

学生が心身両面において健康で、充実した大学生活を送ることが

できるよう、健康管理や生活相談などの充実を図る。

(2) 経済的支援

学生が経済的に安定した環境で大学生活を送ることができるよ

う、授業料の減免等必要な支援を行う。

３ 進路支援の充実に関する目標

卒業後に必要な教養やスキルを身に付けられるよう、各学生のキャ

リア形成に向けた教育プログラムを提供するとともに、進路希望に応

じた指導や相談を行う。

４ ダイバーシティ等の推進に関する目標

多様化する学生のニーズに的確に対応できるよう、ダイバーシティ

を推進し、学生一人ひとりが学修活動に専念できる環境を整える。

第４ 研究の質の向上に関する目標

１ 研究水準の向上に関する目標

(1) 先鋭的・複合的な研究の推進

新しい芸術領域の創造や地域課題の解決に資するため、先駆的・

複合的な研究を積極的に推進する。

(2) 研究成果の発信

大学の研究成果を広く国内外に発信し、大学の存在感を向上させ

る。

２ 研究支援体制の充実に関する目標

(1) 外部研究資金獲得の強化

研究活動を活性化するため、科学研究費補助金等の外部研究資金
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の獲得に向け、組織的な支援を行う。

(2) 若手・女性研究者の採用・育成

多様な研究活動の活性化を図るため、若手研究者および女性研究

者の採用・育成に努める。

(3) 研究不正防止の徹底

研究不正を未然防止するため、研究倫理教育の実施により教員の

コンプライアンス意識の醸成を行う。

第５ 社会連携の充実に関する目標

１ 地域社会への貢献に関する目標

(1) 地域貢献活動の充実

「まちづくりに貢献し、地域社会とともに歩む大学」という基本

理念の更なる推進のため、地域の課題解決を図るシンクタンクとし

ての機能を果たし、地域社会に貢献する。

(2) 産学官連携の推進

産学官との連携を強化し、大学の教育研究成果を地域社会に還元

する。

２ 他大学等との連携に関する目標

各種コンソーシアム等への参画を通じて、多様な教育機会を地域に

提供するほか、他大学との交流事業の成果を地域社会に還元する。

第６ 自己点検・評価等に関する目標

１ 自己点検・評価の実施に関する目標

中期計画に掲げる各項目の着実な履行を確保するため、自己点検・

評価を定期的に実施するほか、秋田市公立大学法人評価委員会等によ

る外部評価の結果を業務運営に反映させることにより、教育研究の内

部質保証を図る。

２ 積極的な情報公開の推進に関する目標

地域社会や学生、後援会等に対する説明責任を果たすため、業務運

営等に関し積極的な情報公開を推進する。

３ 戦略的広報の展開に関する目標

大学のブランド力を向上させるため、特色ある教育研究活動やその

成果、卒業生の活躍、地域貢献活動等について、積極的に国内外に情

報発信を行い、大学の存在感を高める戦略的な広報活動を展開する。
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第７ 業務運営の改善および効率化に関する目標

１ 運営体制の改善に関する目標

(1) 教職協働等による機動的・効率的な業務運営

社会の変化に即応するため、教職員の協働による連携体制を維持

し、機動的かつ効率的な組織運営を推進する。

(2) 監査制度の充実

適正な法人運営を確保するため、監査制度の充実を図り、監査の

実効性を高めるほか、内部統制システムが有効に機能するよう、モ

ニタリングを行う。

(3) 人事制度の運用および人材育成

教職員の意欲を向上させ、能力を最大限に活用するため、人事計

画に基づく適正な人員配置や、実績に基づく公正な人事評価を実施

する。また、教職員の資質向上を図るため、教職員の研修の機会を

拡充する。

(4) 安定的な情報環境の整備と情報セキュリティの強化

教育研究活動および大学運営の基盤として設置・運用された情報

システムを常時安定して供用できるよう情報環境を整備するととも

に、個人情報や研究成果などの情報資産の機密性を保持するため、

情報セキュリティをより一層強化する。

(5) 働きやすい職場環境づくり

教職員の意欲を高め、能力を最大限発揮できるよう、ワーク・ラ

イフ・バランスの推進や働き方の多様化への対応に取り組むほか、

学内におけるハラスメントの防止やメンタルヘルス対策などを充実

させ、より働きやすい職場環境づくりを進める。

２ 財務内容の改善に関する目標

(1) 自己収入の確保

厳しい財政状況の中で、大学自らの収益によって経営力を強化し

ていくため、科学研究費補助金などの外部研究資金の獲得のほか、

寄付金の受入れ等により自己収入の確保に努める。

(2) 安定的な財政運営

教育研究の質を確保しながら自律的かつ持続的な大学運営を行う

ため、選択と集中により的確に予算を配分し、安定的な財政運営に

努める。

３ その他業務運営に関する目標
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(1) 大学支援組織等との連携強化

学外からの支援の充実を図るため、同窓会、後援会等との連携を

強化する。

(2) 危機管理体制等の充実

自然災害等の発生時に備えて策定した業務継続計画や危機管理基

本マニュアル、感染症対策マニュアルに従って、適時必要な措置を

講じるとともに、必要に応じて計画の見直しを行う。また、事件、

事故および学内外でのトラブルの発生時に、迅速かつ適切に対応で

きる体制を維持する。

(3) 法令遵守の徹底

教職員の非違行為や不正経理等を未然防止するため、コンプライ

アンスを徹底する。
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